
３．設備導入予定等

設備導入予定
官民連携、町一体となり推進し温室効果ガスを削減していくために、まずは主要公共施設をモデルとして、再生可能エネルギーの活用と省エネルギー
化を推進し、町内の既存工業団地や工場群、農業施設等へ拡大を図る。

副 次 的 効 果
環境保全型地域のイメージを定着させ、農作物のブランド化などにつなげることにより、観光客の入込数の増加が期待できる。
温室効果ガス削減メリットと町の環境イメージを打ち出し、効果的に企業誘致を進める。

グリーンプラン・パートナーシップ事業（２号事業） 概要説明

２．事業内容

事 業 名 称

検 討 対 象
設 備 等

小山町における地域主導による再生可能エネルギー等事業化計画策定・ＦＳ調査事業

地中熱、新エネ、省エネ

26年度補助金
交 付 希 望 額 ９，９９０，０００円

事 業 内 容

１．事業概要

実 施 主 体 小山町 実 施 場 所 静岡県駿東郡小山町

共 同 実 施 者 － 推 薦 者 －

１ 地中熱活用FS調査
・湯船原地区の誘致する工場、園芸施設等や、本庁舎、道の駅ふじお
やま、あしがら温泉施設等の公共施設への地中熱の活用を検討する。
・未活用の再生可能エネルギーを積極的に活用し、温室効果ガスの削
減を推進する。
・既存井戸の活用や新規井戸の掘削、熱交換システム（ヒートポンプ、
各施設への配管設備）の計画を検討する。
・特に湯船原地区においては、平成30年整備目標に検討を進めている
熱電併給の木質バイオマス発電とのハイブリッド型で取り組むことを検
討する。

２ 新省エネルギーFS調査
・町内の公共施設、工業団地を始めとした民間施設等では、様々な省
エネルギー化が図れる。
・省エネルギーを、官民連携、町一体となり推進し、温室効果ガスを削
減していくために、主要公共施設をモデルとして、省エネルギーを推進
するFS調査を行う。
・各施設に、太陽光発電や太陽熱利用などの導入可能な新エネルギー
の検討 も行う。


